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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】平成23年2月10日(2011.2.10)
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  47/48    　　　　
   Ｃ０７Ｊ   9/00    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  47/28    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/26    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月20日(2010.12.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
細胞に薬剤を送達するための組合せ物であって、別々のバイアル中で提供される送達増強
化合物と該薬剤とを含み、そして、該送達増強化合物は以下の構造：
【化１】

を有する式ＩＩＩの化合物またはその薬学的に受容可能な塩である、組合せ物。
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【請求項２】
前記送達増強化合物の濃度が０．００２～２ｍｇ／ｍｌであり、前記組合せ物がさらに緩
衝液を含む、請求項１に記載の組合せ物。
【請求項３】
前記組合せ物が膀胱への膀胱内投与のために処方される、請求項１または２に記載の組合
せ物。
【請求項４】
前記薬剤が治療用薬剤である、請求項１～３のいずれか１項に記載の組合せ物。
【請求項５】
前記送達増強化合物と前記薬剤が、患者への投与の前に混合される、請求項４に記載の組
合せ物。
【請求項６】
前記薬剤が細胞中に存在するとき、該薬剤が該細胞中の生物学的プロセスの調整因子とな
り、該生物学的プロセスが、細胞の成長、分化、増殖、代謝経路、生合成経路、遺伝子発
現、疾患関連プロセスおよび免疫応答からなる群より選択される、請求項４または５に記
載の組合せ物。
【請求項７】
前記増殖が新形成性障害である、請求項６に記載の組合せ物。
【請求項８】
前記新形成性障害が癌である、請求項６に記載の組合せ物。
【請求項９】
前記薬剤が、ポリペプチドをコードする遺伝子を含む核酸を含む、請求項４～８のいずれ
か１項に記載の組合せ物。
【請求項１０】
前記遺伝子がサイトカインをコードする、請求項９に記載の組合せ物。
【請求項１１】
前記サイトカインがα－インターフェロンである、請求項１０に記載の組合せ物。
【請求項１２】
前記遺伝子がベクター内に組み込まれる、請求項９～１１のいずれか１項に記載の組合せ
物。
【請求項１３】
前記ベクターが組換えウイルスベクターである、請求項１２に記載の組合せ物。
【請求項１４】
前記組換えウイルスベクターが、ヘルペスウイルスベクター、レトロウイルスベクター、
ワクシニアウイルスベクター、アデノ随伴ウイルスベクターおよびアデノウイルスベクタ
ーからなる群より選択される、請求項１３に記載の組合せ物。
【請求項１５】
前記アデノウイルスベクターがタンパク質第ＩＸ遺伝子の欠失を有する、請求項１４に記
載の組合せ物。
【請求項１６】
前記アデノウイルスベクターがＣＭＶプロモーターを含む、請求項１４または１５に記載
の組合せ物。
【請求項１７】
前記ウイルスベクターが、該ウイルスベクターの１×１０８粒子／ｍｌ～５×１０１１粒
子／ｍｌを含む懸濁液として投与される、請求項１３～１６に記載の組合せ物。
【請求項１８】
前記組合せ物が癌を治療するためのものである、請求項４～１７に記載の組合せ物。
【請求項１９】
前記癌が膀胱癌である、請求項１８に記載の組合せ物。
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